
































四、誤字・宛字・衍字がある場合も、原文のまま た。五、踊り字は、平仮名はゝで、片仮名 丶で、漢字は々で示した。六、抹消・訂正の文字がある場合 文字が判明するものについては本文にそ 文字
を記し、左傍に〃を付した。
七、書簡の紙継ぎ部は影印版の下縁に△をもって示した。























































食費の他 一ヶ月十円支給するという条件で雇うことで先方に了承させていること、黒田から開始日の連絡 あり次第、藤島がモデルを派遣させる手配することを連絡している。 「中間」とあるように、モデル派遣の仲介者 おり、 はその人物が黒田に勝手な請求をしないよう 黒田にも雇い入れ 条件 伝えて注意 促している。また用心のため モデル本人に直接条件を確認していた様子もうかがわれる。三重時代の手紙ではしばしば自分のことを「ぐずぐずしている」といった表現で語っていたが、この葉書からは、藤島 てきぱきとした仕事ぶりが伝わる。　「今週末迄ハ學校でやる事ならんと存候」という言葉からは、モデルは現在学校で働いている人物で、今回は黒田がそ 後に自分でモデルを雇うという話 よ である。学校騒動が終わって教授となってから、黒 の生活ぶりにも余裕が増 たであろう　この手紙の「モデル」が誰で、何の制作のためかは、この時期の黒田の日記が欠


















































































回白馬会展の出品目録によれば、藤島は十四点の油彩画を出品しており、題名から判断する限り、いずれもおそらく風景画であったと推測される。そのうち特に《浜辺》 、 《雨》などの作品はここで制作され 可能性を思わせる。白瀧は「藤島君も可なり大きい物がある」と記しているが、現在の ころ、藤島の現存作品からこの時に制作した作品を特定する とはできない。（
（）　「蹄の痕（九）○東京白瀧幾之助より伯林和田英作宛（明治三十二年十月九日） 」 『黒田清輝著述集』東京文化財研究所編、発行、二〇〇七年、四二八四三〇頁。













































と小鼻を朱書きで直してやつ のを石版屋の方で朱書きの通りに誤写したので一層めちや〳〵 相 候
明治三十五年一月九日付封書
（縦二十四・八㎝、横三十四・五㎝）

































いう文芸界、美術界など 人物を列挙して批評するような欄のことである。 「 （三）長原止水」の項目では、どちらも東京美術学校の教員であり、 「出版の事にたづさはる」当代 洋画家 いう点から長原止水
（孝太郎）
を藤島と比較して、 「武二は真面目にして、止水


















































































































帰つて居る、居遺つた上からハ、儘よ、どうでもなるだろう、手こずるまでも遣れる迠や 見 べしと斯く度胸をすへてやり掛けて見ると存外六ヶしくて到底纏まりそうも無いお負けに場所ハ道が二里餘りも行つて山一ツ越さねバならぬ處だ 汽車に依れバ御油迠遣 過ぎて一里餘り亦後へ戻らねバならぬ是でさへ難儀な處に毎日風が強くて幾度かトアルを吹き飛バし 手ハ凍へる、時々雪さへちら〳〵とやつて来
　
ちよつと此の處
















































































































有り難たい事ニハこうやつてぴん〳〵して居る譯だ、考へて見れバ馬鹿〳〵しい様な事だが遣つて見る 是れでも命掛けの仕事だ、もうこんな危な かしい間抜け 經験ハこり〴〵だ
〝




































































































しており、他にもこう た用例が られ ことから、彼らが「巧い」の意味で「甘い」の字を用いていたと思われる。　


















































































































れており、次いで和田英作、浅井忠が留学した。洋画家の序列では、次は藤島になるところだが ここ 日本画から初めて教授の下村観山が派遣されることになことは、予想外のことであったであろう。次は自分の番と期待していた あろう藤島にとっては、大きな衝撃 はずである。こうし 状況から、この書簡は明治三十五年のものと考えられる。　
藤島が、恨めしく「白眼先生」と記した人物は、 「責任 言ふ文字」を用いて藤




いる。とはいえ、洋画家ではなく観山を派遣するにあ って 、正木 ら黒田清輝
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